















































カヤ ックのパ ドリング動作は図1に見 られる
ように最初に前方で水を捕 らえはじめるキャッ
チ、パ ドルで水をかき進行方向とパ ドルがほぼ
垂直になるミ ドル、かき終えて水面か らパ ドル
が出て くるフィニ ッシュというポイ ン トがあ
る。
パ ドル(パ ドル で 漕 ぐこ とをパ ド リン グ と言 う)
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34cmを示 した。また右 フィニ ッシュの時に右





滝沢宏人 ・松岡弘記 ・原田康明 一21一
(cm)
図3胸 骨点と嶢骨点 ・肘頭点 ・肩峰点の距離
Y(上下)方 向






パ ドル左端、左ブレー ドの付け根部分、パ ド
ル中央の3点の動きを胸骨点との距離を見るこ
とでパ ドルの動きを分析 した。今回使用 したパ
ドル はパ ドル中央よ りブ レー ド付け根 まで





た。その後右パ ドリングの時 に前方に戻 って













































































(1)前後方 向の動 きは 、パ ドル の左端 は左
キャッチの時胸骨点より107cm前方に位置し
















骨点よ り右方に行 くことはなか った。左ブ






ヤ ック)の 合理的な漕ぎ方の指標とな り得ると
考えられる。
本研究は愛知大学研究助成を受けて行われた
ものである。
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